
佐倉市総合評価方式制限付き一般競争入札実施要領 
（趣旨） 

第１条 この要領は、佐倉市が発注する建設工事において総合評価一般競争入

札を実施するにあたり必要な事項を定めるものとする。 
（対象工事） 

第２条 総合評価一般競争入札の対象は、次の各号のいずれかの建設工事のう

ち、入札価格及び価格以外の要素を総合的に評価することが妥当と認められ

るもの（以下「対象工事」という。）とする。 
（１）設計金額７，０００万円以上の建築一式工事 
（２）設計金額５，０００万円以上の建築一式工事以外の建設工事 
２ 対象工事は、佐倉市総合評価検討委員会の審査を経て決定する。 
（学識経験者の意見聴取） 

第３条 学識経験者の意見聴取は、千葉県の制定する市町村等総合評価支援要

綱（平成２０年１月１７日制定）第６条の規定を用い、千葉県が委嘱した学識

経験者から行う。 
（落札者決定基準の設定） 

第４条 総合評価一般競争入札に付するときは、落札者決定基準として次に掲

げる事項を定める。 
（１）価格以外の要素として技術力等を評価する項目（以下「評価項目」という。）

の内容 
（２）評価項目ごとの評価基準及び配点 
（３）その他総合評価一般競争入札を行うために必要と認められる事項 
２ 落札者決定基準は、佐倉市総合評価検討委員会において定める。 
（入札公告に掲げる事項） 

第５条 総合評価一般競争入札の公告には、佐倉市財務規則（平成元年３月１５

日規則第６号）第１２７条第１項各号に規定するもののほか、次に掲げる事項

を記載しなければならない。 
（１）落札者の決定方法 
（２）総合評価の方法 
（３）入札参加者に求める技術力等の審査に供する資料（以下「技術審査資料」

という。）の内容、提出方法及び提出期間 
（４）その他総合評価一般競争入札に関し必要な事項 
（技術審査資料） 

第６条 定められた期日までに技術審査資料の提出がない入札参加者のした入

札は無効とする。 
２ 入札参加者が技術審査資料の作成に要した一切の費用は、入札参加者の負

担とする。 
（総合評価の方法） 



第７条 総合評価一般競争入札における価格その他の条件の評価は、落札者の

決定を行うための基準となる数値（以下「評価値」という。）を次の算式によ

り求めることにより行う。 
評価値＝技術評価点＋価格評価点 

２ 技術評価点は、技術審査資料の審査結果に基づき各入札参加者に配点され

た点数とする。 
なお、技術評価点が０点未満の入札参加者のした入札は無効とする。 

３ 価格評価点は、満点を１００点とし、次の算式により求める。 
価格評価点＝価格評価点の満点×（入札参加者の入札金額のうち最低金額

／入札金額） 
（落札者の決定方法） 

第８条 落札者は、評価値の最も高い者とする。ただし、地方自治法施行令（昭

和２２年政令第１６号）第１６７条の１０の２第５項の規定により学識経験

者の意見を聴く必要がある場合若しくは最低制限価格又は調査基準価格を設

けた場合はこの限りでない。 
２ 評価値の最も高い者が２者以上いるときは、次の各号により落札者を決定

する。 
（１）評価値の最も高い者のうち技術評価点で減点のないもの 
（２）前号に規定する者が２者以上いる場合又は１者もいない場合は、評価値の

最も高い者のうち入札金額の最も低いもの 
（３）前号に規定する者が２者以上いるときは、くじにより落札者を決定する。 
（その他） 

第９条 この要領に定めるもののほか、総合評価一般競争入札の実施に関して

必要な事項は、別に定める。 
附 則 

（施行期日） 
１ この要領は、平成２９年４月１日から施行する。 
（旧要領の廃止） 

２ この要領の施行に伴い、佐倉市総合評価方式制限付き一般競争入札試行実

施要領（平成２３年７月１日制定）は、廃止する。 
附 則 

この要領は、令和元年１０月１日から施行する。 
附 則 

この要領は、令和２年５月１日から施行する。 
附 則（令和３年３月３０日決裁 佐契第１２０１号） 

この要領は、令和３年４月１日から施行する。 
 


